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In this challenge, we develop and distribute an integrated environment to flexibly combine multiple text mining
techniques. Text mining techniques include numerous tasks such as salient sentence extraction, keyword extraction,
topic extraction, textual coherence evaluation, multi-document summarization, and text clustering. Although tools
that individually perform one or more of the above-mentioned tasks exist, it is difficult to integrate and activate
multiple tools for a particular task. We attempt to provide the flexibility to integrate numerous tools that exist in
the community in our proposed text mining environment. Users can use a customized version of the proposed text
mining environment for their specific tasks, thereby concentrating solely on their creative work.

1. はじめに

人工知能学会全国大会の近未来チャレンジテーマとして進
められている TETDM（Total Environment for Text Data

Mining: テトディーエム) ∗1は，複数のテキストマイニング技
術を柔軟に組み合わせて使える統合環境を構築し，社会的創造
活動を支援できる環境としての提供を目指してきた [砂山 14]．
近未来チャレンジでは，5年以内の目標達成を必要条件として
おり，2010年度の全国大会で採択された本テーマは，今回の
2015年度の全国大会で 5年間の期限を迎えている．本チャレ
ンジでは，次の 3つを目標に掲げて活動を行ってきた．

1. 幅広い利用者と開発者の参入

2. モジュール間での相互インタラクションの実現

3. 知識創発のための基盤環境の構築

連絡先:砂山渡，広島市立大学大学院情報科学研究科，731-3194

広島市安佐南区大塚東 3-4-1，TEL082-830-1705
∗1 TETDM サイト：http://tetdm.jp/

1については，日本語を対象として，卑近なデータやモジュー
ルを扱えるようにすることで，テキストマイニングの専門家の
みが使えるツールとしてではなく，広く電子テキストを扱う人，
ならびに簡単なプログラムの作成が可能な人が，それぞれ利用
者，開発者として参入できる環境の枠組みを目指してきた．

2については，独立に作成された複数のモジュールを並列に
並べることができ，ユーザの操作に対して．それらが協調的に
動作したり，協調的な表示の切り替えができる環境とすること
を目指してきた．

3については，テキストマイニングの処理やその結果を可視
化して提示するところに留まるのではなく，表示される結果の
「解釈」，ならびに解釈の結果をまとめて「創発」を実現する
ところまでの機能を含めた環境とすることを目指してきた．
このそれぞれのチャレンジに対して，それに応えられる環境

として TETDMを完成させた．また実社会での活用に向けて
の取り組みを進めており，一定の成果も得られている．
以下本稿では，2. で構築したテキストマイニングのための

統合環境 TETDMについて述べる．3.でこの 5年間の取り組
みと成果，4.で今後の展望について述べ，5.で締めくくる．
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図 1: TETDM統合環境構成図

図 2: TETDM統合環境

2. 統合環境TETDMの構成

統合環境 TETDM ∗2 の構成を図 1 に示す．TETDM は，
あるテキストを入力したときに，その分析処理を行う処理モ
ジュールと，処理結果を可視化して出力する可視化モジュール
を複数備えている．これらのモジュール群は，単独の開発者に
よって提供されるものではなく，任意の開発者が作成できる．

TETDM（図 2）は，独立した複数のパネル内に，処理モ
ジュールと可視化モジュールを１つずつペアとしてセットする
ことで動作する．各パネルにセットされる異なる開発者によっ
て作成されたモジュールが，それぞれ独立に動作するだけでは
なく，それらを協調的に連動させることができる点がTETDM

の特徴となっている．以下で各部の説明を述べる∗3．

2.1 入力：テキスト
TETDMに入力されたテキストは「セグメント（文章また

は段落）」「文」「単語」の 3つに分割して扱われる．「単語」へ
区切る際は，形態素解析器を用いて単語に分割する．この際，
指定した品詞の単語だけを，キーワードとして取り扱う．「文」
に区切る方法は，テキスト中の句点記号（「。」や「．」）をも
とに分割する．「セグメント」に区切る方法は，テキスト中に
挿入する特定の文字列，あるいは指定単語をもとに分割する．
その後，単語の出現情報や頻度情報の計算，キーワードやセグ
メント間の関連度計算を行った結果をデータ構造に格納したテ
キストデータ（TextData型の変数）を生成し，各モジュール
への入力とする．

∗2 統合環境 TETDM は，フリーソフトかつオープンソースの環境
として TETDM サイト上で公開されており，誰でも利用できる．

∗3 構成の詳細は [砂山 14] を参照していただきたい．

図 3: チュートリアルウインドウ

2.2 マイニング処理モジュール
マイニング処理モジュールは，統合環境内のテキストデータ

をもとに，テキストの理解や分析に役立つ情報をテキストから
抽出する．またマイニングという言葉にこだわることなく，テ
キストに何らかの処理を施すモジュールも対象とする．現在ま
でに 30以上の処理モジュールが作成，公開されている．マイ
ニング処理モジュールの処理結果は，可視化インタフェースモ
ジュールに渡されて出力される．

2.3 出力：可視化インタフェースモジュール
可視化インタフェースモジュールは，マイニング処理モジュー

ルによる出力結果を可視化する∗4．可視化インタフェースモ
ジュールでは，入力として受け取れるデータ型（boolean, int,

double, String 型とその一次元配列，二次元配列 (String型以
外)の 11種類）を定め∗5，そのデータの意味を表す整数型変
数との組合せにより，マイニング処理モジュールからデータを
受け取ることができる．現在までに 30以上の可視化モジュー
ルが作成，公開されている．

2.4 チャレンジ内容に関する機能
本チャレンジに関わる TETDMの機能について説明する．

2.4.1 初心者参入のためのチュートリアル
TETDMにおいては，幅広い利用者と開発者に利用しても

らうことを意図し，そのスムーズな利用と開発を促すために，
チュートリアルをTETDM内に実装してきた [川本 15]．利用者
や開発者はチュートリアルにおいて，画面下部に並べられた課題
を表す宝箱を選択することで，課題に挑戦する．類似する課題の
グループがMISSIONとしてまとめられており，各MISSION

の最後の課題をクリアすることにより，次の MISSION の課
題を選択できるようになる．本チュートリアルは，新規の利用
者や開発者が，TETDMの利用や開発のイメージをつかむた
めに，利用や開発の具体的方法を実践を通じて理解してもらう
ことを意図して用意した．
2.4.2 モジュール間の相互インタラクション
モジュール間の相互インタラクションを実現するための連動

制御処理部では，統合環境上で動作するモジュール間の連動を
制御し，また連動を実施する処理を行う．これにより，多様な
モジュールの柔軟な組合せを実現し，スムーズに深い考察が行
える環境としての利用を見込んでいる．連動動作には，「フォー
カス情報による連動」「オプションによる連動」「データ取得に
よる連動」の 3種類が実装されている．

∗4 マイニング処理モジュールの結果によらず，統合環境のテキスト
データを可視化するモジュールであっても良い．

∗5 TETDM は Java で実装されている．
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図 4: 知識創発の枠組み

フォーカス情報による連動では，ユーザが，統合環境の出力
内で着目（マウスで触れるまたはクリックした）しているデー
タの情報を，TextData.Focus 型の変数に保存して，モジュー
ル間で共有することで，複数のモジュールが同一のデータに焦
点を当てた処理や表示の協調動作を実現する．
オプションによる連動では，各モジュール内において，他の

モジュールの処理を，そのモジュールの IDとオプション番号
を用いて呼び出して動作させることができる．これを実現する
ため，可視化インタフェースモジュール，ならびにマイニング
処理モジュールにおいて，それぞれの処理を指定のメソッド内
に，オプション番号とともに記述する仕様となっている．
データ取得による連動では，マイニング処理モジュール内に

おいて，他のモジュールの処理結果を利用したい場合，他の処
理モジュールを，モジュール IDとオプション番号を用いて実
行させ，その処理結果を取得することができる．
2.4.3 知識創発支援

TETDMにおける知識創発の枠組みを図 4に示す．枠組み
の中で特に重要なのは，結果を得た後に，それを解釈し創発に
つなげるプロセスと考え，TETDM内に次の 3つのプロセス
を支援する機能を実装した．

1. 結果へのアノテーション付け（着眼）

2. 事実への意味付け（解釈）

3. 解釈の一般化（創発）

結果へのアノテーション付け（着眼）では，TETDMにお
ける可視化ツールの出力結果上に，何らかの意味があり，解釈
を与えるべきと考えられる箇所に「！」の印を付けるアノテー
ション付けを行う機能を設けた．これにより，思考の材料の収
集を支援する．
事実への意味付け（解釈）では，先に与えた着眼点が表す

「結果」とその「解釈」をペアで入力できるフォームを用意し
た．具体的な出力を見ながら入力でき，直感的に結果から解釈
につなげられる環境を用意した．
解釈の一般化（創発）では，集められた複数の解釈結果を端

的かつ簡潔に表す支援を行うことで，汎用的な知識の創発を支
援する．すなわち，入力された「解釈」を分類，整理して複数
の解釈を統合した解釈（知識）を生成するための創発支援イン

表 1: コアメンバー数（各年度全国大会時）の推移

コアメンバー

2010年度全国大会 1

2011年度全国大会 7

2012年度全国大会 9

2013年度全国大会 10

2014年度全国大会 12

2015年度全国大会 12

表 2: 処理モジュールと可視化モジュール数の推移

時期 Ver. 処理モジュール 可視化モジュール

2011年 12月 0.20 7 9

2012年度全国大会 0.35 20 21

2013年度全国大会 0.50 28 29

2014年度全国大会 0.57 30 34

2015年度全国大会前 0.62 38 35

公開準備中 19 16

タフェースを実装した．創発支援インタフェースにおいては，
複数の「解釈」を自由に移動，配置できるようにした上で，関
係がある複数の「解釈」を統合した新たな「解釈」の生成を繰
り返すことで，最終的に１つの「解釈」を得られる環境とした．

3. TETDMの 5年間の歩みと成果

2015年 5月に，TETDMバージョン 1.0の公開を行った∗6．
TETDMバージョン 1.0においては，ライトユーザ向けのも
のも同時に公開しており，幅広いユーザに積極的に活用しても
らえる環境とした．知識創発の枠組みまでを含む，テキストマ
イニングの統合環境を作成する当初の目的は，基本部分で達成
できたと考えている．
表 1に，近未来チャレンジ TETDMの初年度からのコアメ

ンバー数の推移を示す．最初はチャレンジャー 1名のみからの
スタートであったが，本チャレンジの内容に賛同，同調してい
ただける方を募り，年々メンバーが拡大されてきた．
表 2に，統合環境 TETDMに含められたモジュール数の推

移を示す．2011年に最初のバージョンを公開した際には，わ
ずか 16のモジュールのみを含む状態であったが，年を経るご
とに新たなツールが開発されていき，現時点では準備中のもの
を含めると 100以上のモジュールが動作する環境となった∗7．
また TETDMは，バージョン 1.0公開前の 2015年 3月まで
に，のべ 6000件以上ダウンロードされている．

3.1 実社会における成果
実社会における成果として，まず大学や大学院における教

育現場において実際に活用が行われている [梶並 15]．講義や
演習において TETDMを活用し，プログラミングやテキスト
マイニングの考え方を学生に理解してもらうことに役立てられ
ている．また教員の立場においても，実験や演習のレポート評
価や，卒論を含む文章指導支援に活用されている．

∗6 本稿作成時 (2015 年 3 月) においては予定．
∗7 バージョン 1.0以降においては，モジュール数が多くなりすぎる
と，適切にモジュールを選択できなくなる恐れがあるため，基本的
なモジュールのみを統合環境とともに配付し，必要に応じてその他
のモジュールを追加してもらうことを想定している．
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医療の現場においても，電子カルテの分析支援ツールとし
て活用がなされ [串間 15, 山崎 15]，新人とベテランの看護師
の，電子カルテの書き方の違いを分析し，新人に対する電子カ
ルテの書き方の指導などに役立てられている．

3.2 TETDMを利用したアプリケーションの開発
TETDM上での実装を仮定したアプリケーションがさまざ

まに開発されている [西原 15, 高間 15, 山手 13, 徳永 13]．入
力となるテキストに対して共通となる前処理を実装する必要が
ないことや，既存ツールとの連携，複数パネルを用いたツール
間の協調動作を行う上で，本環境の効果が高いことが伺える．
また現在も，潜在的に TETDM上での実装が見込まれるア

プリケーションの開発が続けられている [後藤 15, 服部 15]．

3.3 TETDMに関連する研究会活動，イベント
TETDMに関連した，全国大会以外での活動についても継

続的に行ってきている．人工知能学会のインタラクティブ情報
アクセスと可視化マイニング研究会は，もともと同学会の情報
編纂研究会と近未来チャレンジ TETDMが融合して 2012年
度に発足し，その後連携して活動を行ってきており，2015年
3月までに 9回の研究会を実施している．

2013年 4月には人工知能学会主催でTETDMのAIツールセ
ミナーが開催され，2014年 9月には広島市立大学主催で公開講
座が開催された．2014年 12月には，国際会議 SCIS&ISIS2014

において，TETDMのセッションが開催された．

4. TETDMの今後の展望

TETDMの基本形が完成したことにより，今後はその普及
と実活用に特に力を入れていきたいと考えている．現在，オー
プンデータを利用したデータ分析やアプリケーションの開発が
注目されている．
利用者の拡大に向けては，一般市民が TETDMをデータ分

析に用いることができるように，入手可能なリソースを用いた
具体的な利用場面に基づいて，複数のツールを組み合わせて利
用する方法を提示するデモやセミナーを実施する．
開発者の拡大に向けても，具体的なモジュールとアプリケー

ションの開発方法を提示する内容を含めた講習会を，開催して
いく．例えば，企業が公開しているアンケートデータの分析に
TETDMを用いることが考えられ，マイボイスコム株式会社
が提供しているインターネットを通じて行ったアンケートの調
査結果∗8等を利用することが考えられる．

TETDMの利用者と開発者の拡大による普及と認知を進め
る中で，実社会との連携を積極的に行っていく．2015年度よ
り，広島市との連携事業にも取り組み始めており，その他，自
治体や各企業のニーズに応じたアプリケーションの開発や開発
支援に取り組んでいく．

5. おわりに

テキストマイニングのための統合環境TETDMを構築した．
本環境は，多くの人々がつながって連携する世の中において，
有機的なツールの連携と活用が行えることを目指し，開発を
行ってきた．
本チャレンジとしては一つの区切りを迎えたが，世の中の

ニーズに応えられる，日々活用される環境とするべく，引き続
き開発と実践を行っていきたい．

∗8 インターネット調査：マイボイスコム http://www.myvoice.co.jp
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